













































































































































































旧 科学 s 技術 t 用途 u 要求 n 欲求 w
技術 T Ts 革新 Tt 革新 Tu 革新
用途 U Ut 革新 Uu 革新 Un 革新
要求 N Nu 革新 Nn 革新 Nw 革新
　上の表では、すでに確定した旧製品を構成する技術 T、
用途 U、要求 N、と体系外の科学 s、技術 t、用途 u、要







は難しい８。Uu 革新が生ずる可能性は、Ut 革新、Un 革
新に依存しているものと考えられる。Ut 革新は、既存の
用途 U に異質な技術 t を結合させ新たな効果や品質をも
たらす革新である。一方 Un 革新は、既存の用途 U によっ
て異質な要求 n を充足する結合関係である。Ut 革新は、
技術 t に結合している異質な用途との関係をその後にもた




　Uu 革新が、その前駆的な Ut 革新、Un 革新によっても
たらされることを認識した場合、上の表にはさらに二つの
革新の流れを、我々は見て取ることができる。すなわち、
Tt 革新とその前駆的な Ts 革新と Tu 革新、Nn 革新とそ













　ここで注目すべきは、用途相の Ut 革新と技術相の Tu


















　この場合、Tu 革新と Ut 革新、あるいは Nu 革新と Un
革新を接続することが重要になってくる。Tu 革新は、旧
製品の技術 T を体系外の用途 u に用いることを意味して
おり、これを旧製品 U の技術を代替する Ut 革新に接続す
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Science Foundation,2012,Apendix Table 6-11）。
４） 本報告では、この後、一般的な「ニーズ」を「要求」
とし、「欲求」を「ウォンツ」に対応する概念として呼
称する。
５） 二つの経路から導かれたすべての用途が一致するとは
限らない。むしろ、多くの用途が、実際には一致の可能
性があるにも関わらず、打ち捨てられてしまうところ
に、製品開発の困難さがある（cf. 伊藤（2000））。
６） 体系内の用途間の連携・分離動作の関係の変化も技術
と要求の新結合をもたらす可能性があるが、体系内での
組合せの変化であることから、比較的小さな変革に止ま
る。
７） 科学は技術を介して、欲求は要求を介して、それぞれ
用途に結合していることを、第３節にて述べた。
８） 伊藤（2000）においては、こうした構想をもたらす経
営戦略の特性を検討している。
